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一　

は
じ
め
に

宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
は
、
九
州
の
東
南
に
あ
る
宮
崎
県
西
都
市
に

所
在
す
る
。

西
都
原
古
墳
群
は
、
日
本
最
大
の
帆
立
貝
形
古
墳
で
あ
る
男
狭
穂
塚
（
お
さ

ほ
づ
か
）
、
九
州
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
女
狭
穂
塚
（
め
さ
ほ
づ
か
）
（
男

狭
穂
塚
・
女
狭
穂
塚
は
と
も
に
宮
内
庁
に
よ
っ
て
陵
墓
参
考
地
に
治
定
さ
れ
て

い
る
）
を
は
じ
め
、
三
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
大
小

の
前
方
後
円
墳
・
円
墳
・
方
墳
等
三
〇
〇
基
以
上
と
横
穴
墓
・
地
下
式
横
穴
墓

で
構
成
さ
れ
る
、
日
本
を
代
表
す
る
古
墳
群
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
群
の
一
角
に

位
置
し
て
い
る
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
は
、
特
別
史
跡
西
都
原
古
墳
群

に
臨
む
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（S

ite M
u
seu

m

）
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と

優
れ
た
歴
史
的
文
化
的
景
観
を
包
括
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（F

ield
 

M
u
seu

m

）
で
あ
る
。

ま
た
、
博
物
館
の
構
成
施
設
で

あ
る
古
代
生
活
体
験
館
は
、
西

都
原
考
古
博
物
館
に
先
行
し
て

一
九
九
七
年
に
設
置
さ
れ
た
。
古

代
人
の
生
活
を
実
体
験
す
る
こ
と

を
通
し
て
、「
自
然
と
の
共
存
」「
古

代
人
の
知
恵
と
工
夫
」
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
「
文
化
財
を
大
切
に
す

る
心
情
や
態
度
」
を
培
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

古
代
人
の
暮
ら
し
を
体
験
的
に

学
ぶ
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
粘
土

を
用
い
た
土
器
・
埴
輪
・
土
鈴
・

土
笛
づ
く
り
、
滑
石
を
加
工
す
る

勾
玉
づ
く
り
、
竹
笛
づ
く
り
、
頁

岩
を
用
い
た
石
器
づ
く
り
、
弓
錐

式
の
火
起
こ
し
、
ア
ン
ギ
ン
（
編

物
）
で
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
、

ガ
ラ
ス
を
熱
し
て
加
工
す
る
蜻
蛉

玉
づ
く
り
な
ど
を
準
備
し
て
い

る
。西

都
原
考
古
博
物
館
の
一
角

に
位
置
す
る
古
代
復
元
住
居
は
、

一
九
九
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
史
跡
等
環
境
整
備
計
画
（
風
土

記
の
丘
整
備
事
業
）
」
に
よ
っ
て
、

博
物
館
の
前
身
で
あ
る
旧
西
都
原

資
料
館
の
付
属
施
設
と
し
て
設
置

西都原古墳群全景

古代生活体験館 西都原考古博物館
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
風
土
記
の
丘
整
備
事
業
は
、
歴
史
的
景
観
の
創
出

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
復
元
住
居
も
ま
さ
に
景
観
の
一
部
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

こ
の
家
屋
は
、
古
墳
時
代
の
平
地
住
居
で
あ
る
。
復
元
は
、
当
時
の
東
京
国

立
文
化
財
研
究
所
長
関
野
克
氏
の
設
計
指
導
に
よ
る
も
の
で
、
五
世
紀
こ
ろ
の

家
屋
文
鏡
や
埴
輪
を
参
考
に
し
て
建
築
さ
れ
た
。

単
に
外
形
だ
け
で
な
く
、
建
築
技
術
も
当
時
の
も
の
を
復
元
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
の
家
屋
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
る
。

古
墳
時
代
の
家
屋
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
高
床
住
居
、
高
床
倉
庫
竪
穴
住

居
な
ど
が
あ
る
。
屋
根
は
こ
の
家
屋
の
入
母
屋
造
の
ほ
か
に
切
妻
造
や
寄
棟
造

な
ど
が
あ
る
。

二　

古
代
復
元
住
居
再
生
事
業
に
つ
い
て

（
一
）
事
業
概
要

古
代
復
元
住
居
は
、
設
置
か
ら
半
世
紀
近
い
歳
月
が
経
過
し
、
茅
葺
き
屋
根

の
劣
化
が
著
し
く
、
改
修
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
改
修
作
業
を

専
門
業
者
に
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
在
住
の
技
術
の
継
承
者
の
協
力
を

得
て
、
県
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
二
年
を
か
け
て
古
代
復
元
住
居
の
改

修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
資
材
の
確
保
か
ら
改
修
ま
で
の
各
工
程
は
、
文
化
と
技

術
の
継
承
の
た
め
詳
細
に
記
録
を
残
し
た
。

事
業
初
年
度
（
二
〇
一
五
年
度
）
は
、
改
修
に
向
け
て
必
要
な
材
料
の
準
備

期
間
と
し
、
二
〇
一
六
年
度
は
、
確
保
し
た
改
修
資
材
を
用
い
て
屋
根
の
葺
き

替
え
を
行
っ
た
。

（
二
）
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事

古
代
復
元
住
居
は
、
一
九
九
六
年
の
建
設
以
来
三
回
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工

事
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
全
て
宮
崎
県
内
の
専
門
業
者
に
よ
る
工
事
で
あ

る
。

建設当時の様子
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改修前の状況（２０１５年４月）

２回目の葺き替え（１９８６年２月）

上：改修前　　下：改修後

１回目の葺き替え（１９７４年１２月）

宮崎日日新聞（1974 年 12 月 5 日付）より

３回目の葺き替え（１９９７年４月）

古代生活体験館建設のための移設時
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三　

事
業
の
実
際

（
一
）
二
〇
一
五
年
度
（
全
六
回
）

第
一
回　

二
〇
一
五
年
七
月
二
十
六
日
（
日
）　

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
四
十
五
名
の
う
ち

二
十
七
名
。
今
後
の
日
程
や
活
動
内
容
、
服
装
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
と
古
代

復
元
住
居
の
現
況
見
学
を
行
っ
た
。

第
二
回　

二
〇
一
五
年
八
月
九
日
（
日
）

「
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
、
樹
皮
剥
が
し
」

西
都
市
銀
鏡
の
ヒ
ノ
キ
林
に
お
い
て
、
伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
を
剝
が
す

作
業
を
行
っ
た
。
木
を
削
っ
て
作
っ
た
専
用
の
工
具
を
用
い
て
、
樹
皮
を
少
し

め
く
り
、
そ
こ
か
ら
手
で
剥
が
し
て
い
く
。
昼
食
は
、
猟
師
が
動
物
に
遭
遇
し

た
際
に
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
立
っ
た
ま
ま
片
手
で
も
食
べ
ら
れ
る
「
狩
人

飯
（
か
り
ん
ど
め
し
）
」
を
食
べ
た
。
最
終
的
に
は
、
約
４
０
本
の
ヒ
ノ
キ
の

樹
皮
を
剥
が
し
た
。
作
業
の
最
後
に
は
、
指
導
者
の
方
た
ち
が
、
古
く
か
ら
こ

の
地
に
伝
わ
る
「
木
お
ろ
し
歌
」
を
披
露
し
た
。
静
か
な
林
の
中
に
響
く
歌
声

が
感
動
的
で
あ
っ
た
。

ボランティア参加者２７名（２０１５年４月）

狩人飯（かりんどめし）

斜面地でのヒノキ樹皮剥ぎ作業
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第
三
回　

二
〇
一
五
年
十
月
十
一
日
（
日
）

「
茅
場
見
学
、
茅
縛
り
体
験
」

屋
根
を
葺
く
た
め
に
は
、
大
量
の
茅
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
西
都
市
と

西
米
良
村
の
境
に
あ
る
烏
帽
子
岳
の
茅
を
使
う
た
め
、
茅
場
の
見
学
と
蔓
を

使
っ
た
茅
縛
り
の
体
験
を
行
っ
た
。

第
四
回　

二
〇
一
五
年
十
一
月
十
五
日
（
日
）

『
講
座
「
古
代
住
居
を
学
ぼ
う
」
』

当
館
学
芸
員
が
、
画
像
や
模
型
な
ど
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
事
例
を

紹
介
し
、
人
間
の
住
処
・
住
ま
い
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
古
代
復
元
住

居
の
現
況
確
認
を
し
た
。

第
五
回　

二
〇
一
五
年
十
二
月
六
日
（
日
）

「
銀
鏡
神
楽
見
学
」

茅
刈
り
作
業
の
予
定
で
集
合
し
た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
の
た
め
茅
場
の
状
況

が
悪
く
、
作
業
は
中
止
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
毎
年
十
二
月
十
四
日
に
銀
鏡
神

社
で
奉
納
さ
れ
る
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る
「
銀
鏡
神
楽
」
の
通
し
稽
古

を
見
学
し
た
。

銀
鏡
神
楽
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を
聞
い
た
後
、
神
楽
殿
に
移
動
し
て
稽
古

を
見
学
し
た
。
普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

第
六
回　

二
〇
一
六
年
二
月
七
日
（
日
）

「
茅
の
移
動
・
収
納
」

茅の搬入作業

茅の積み込み作業

登山道を歩いて茅場へ向かう

蔓で茅を縛る作業
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十
二
月
中
に
刈
っ
た
茅
は
、
一
か
月
以
上
そ
の
場
で
乾
燥
さ
せ
て
い
た
。
茅

を
茅
場
か
ら
運
び
出
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一
台
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
二
台
に
積
み
込

み
、
改
修
前
の
古
代
復
元
住
居
に
収
納
し
た
。

（
二
）
二
〇
一
六
年
度
（
全
六
回
）

第
一
回　

二
〇
一
六
年
七
月
十
七
日
（
日
）

「
説
明
会
、
竹
の
伐
採
」

二
〇
一
六
年
度
の
活
動
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
説
明
会
を
行
っ
た
。
屋
根

の
骨
組
み
の
材
料
と
な
る
竹
を
伐
採
し
、
古
代
復
元
住
居
横
に
搬
入
し
た
。

第
二
回　

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
一
日
（
日
）

「
安
全
祈
願
、
屋
根
の
解
体
」

屋
根
の
改
修
作
業
の
安
全
祈
願
の
た
め
、
神
事
を
執
り
行
っ
た
。
そ
の
後
、

前
年
度
か
ら
住
居
内
に
保
管
し
て
い
た
茅
を
移
動
さ
せ
、
屋
根
の
古
茅
を
全
て

取
り
除
く
作
業
を
行
っ
た
。
作
業
に
は
、
考
古
博
物
館
少
年
団
の
団
員
も
加
わ
っ

た
。
最
終
的
に
、
屋
根
の
骨
組
み
解
体
ま
で
行
っ
た
。

屋根の解体完了

屋根解体作業 神事（安全祈願）
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第
三
回　

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
七
日
（
土
）

「
屋
根
の
組
立
て
」

昨
年
度
伐
採
し
、
樹
皮
を
は
が
し

た
木
材
（
ヒ
ノ
キ
）
を
屋
根
に
上
げ

る
作
業
を
し
た
。
参
加
者
は
、
高
所

で
の
作
業
は
危
険
な
た
め
、
解
体
し

た
木
材
の
整
理
や
釘
抜
き
等
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
こ
の
木
材
を
使
っ
て
、

簡
単
な
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を
製
作
し

た
。

第
四
回　

二
〇
一
六
年
九
月
十
日
（
土
）

「
茅
葺
き
作
業
①
」

茅
葺
き
の
基
準
と
な
る
四
隅
の
茅
（
シ
ュ
ギ
）
の
一
段
目
の
取
り
付
け
か
ら

開
始
し
た
。
シ
ュ
ギ
の
取
り
付
け
後
、
平
側
と
妻
側
の
四
つ
の
面
に
対
し
、
軒

と
な
る
下
側
か
ら
順
に
茅
束
を
縛
り
付
け
て
い
く
。
一
つ
の
面
に
一
段
ご
と
に

茅
束
を
取
り
付
け
た
後
、
上
か
ら
竹
で
押
さ
え
、
骨
組
み
に
縛
り
付
け
て
葺
き

あ
げ
て
い
く
。
二
段
目
ま
で
葺
き
あ
げ
た
時
点
で
、
昨
年
度
に
用
意
し
た
茅
を

全
て
使
い
切
っ
た
た
め
、
再
度
、
冬
場
に
茅
刈
り
を
行
っ
て
か
ら
、
作
業
の
続

き
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
五
回　

二
〇
一
七
年
二
月
二
日
（
木
）
～
三
月
一
日
（
水
）

「
茅
葺
き
作
業
②
」

十
二
月
に
新
し
く
刈
っ
た
茅
を
搬
入
し
、
茅
葺
き
作
業
の
続
き
を
行
っ
た
。

実
働
日
数
十
二
日
間
、
指
導
者
を
中
心
に
、
延
べ
六
十
人
の
作
業
と
な
っ
た
。

（
茅
葺
き
作
業
の
工
程
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）

第
六
回　

二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
（
土
）

「
落
成
式
」

古
代
復
元
住
居
の
落
成
式
を
実
施
し
た
。
無
事
に
完
成
し
た
こ
と
を
祝
う
神

事
や
せ
ん
ぐ
ま
き
（
餅
ま
き
）
を
行
っ
た
。
改
修
作
業
の
参
加
者
も
数
多
く
参

列
し
、
完
成
を
祝
っ
た
。

竹の骨組み（横方向）

縄による組立て作業

ヒノキの骨組み（縦方向）
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（
三
）
茅
葺
き
作
業
の
工
程

①
シ
ュ
ギ
（
基
準
と
な
る
四
隅
の
こ
と
）
に
使
う
茅
の
束
。
直
径
三
〇
㎝
ほ
ど

の
束
を
四
束
縛
り
、
そ
れ
ら
を
三
つ
組
み
合
わ
せ
る
。

　
　②

①
の
茅
束
を
シ
ュ
ギ
に
縄
で
縛
り
付
け
、
さ
ら
に
青
竹
で
押
さ
え
つ
け
て
固

定
す
る
。

③
シ
ュ
ギ
の
取
り
付
け
後
、
平
側
と
妻
側
の
四
面
に
茅
束
を
骨
組
み
の
竹
や
木

に
縛
り
付
け
て
い
く
。
縄
は
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
巻
き
な
お
し
て
腰
に
ぶ

ら
下
げ
て
お
く
。

④
茅
束
や
押
え
の
竹
を
骨
組
み
に
縛
り
付
け
る
と
き
は
、
内
側
か
ら
竹
の
「
ハ

リ
」
を
使
っ
て
、
縄
を
通
し
て
い
く
。
内
側
と
外
側
の
人
と
の
連
携
作
業
で

あ
る
。
内
側
の
人
の
こ
と
は
「
ハ
リ
を
持
つ
人
」
と
い
う
こ
と
で
「
は
っ
ど

ん
」
と
呼
ば
れ
る
。

⑤
各
面
の
一
段
ご
と
に
茅
束
を
縛
り
付
け
た
後
に
、
そ
の
上
か
ら
丸
太
で
茅
を

押
さ
え
て
い
く
。
こ
れ
が
、
足
場
に
も
な
り
、
上
の
段
の
作
業
を
す
る
際
の

基
準
線
に
も
な
る
。

⑥
縛
り
付
け
た
茅
束
を
さ
ら
に
押
し
込
み
、
整
え
る
た
め
に
、
「
シ
ャ
ヅ
チ
」

と
い
う
道
具
で
叩
く
。

⑦
一
番
上
の
棟
木
ま
で
茅
束
を
被
せ
た
後
、
茅
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
太
め
の

丸
太
を
の
せ
て
固
定
す
る
。

⑧
仕
上
げ
に
、
茅
を
刈
り
そ
ろ
え
る
。
上
か
ら
順
に
刈
り
そ
ろ
え
、
足
場
の
丸

太
を
外
し
な
が
ら
下
り
て
い
く
。

せんぐまき（餅まき）

神事（完成祝い）
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①

⑥

⑤

④

③
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⑦
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四　

お
わ
り
に

茅
葺
き
屋
根
と
い
う
日
本
古
来
の
文
化
と
技
術
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
県
民
の
皆
様
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
葺
き
替
え
を
し
た
屋
根
を
少
し
で
も
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
、
「
火
入
れ
」
を

継
続
し
、で
き
る
だ
け
良
い
状
態
で
公
開
展
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
東
米
良
匠
の
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
に
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

指導者（東米良匠の会）


